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【目的】defensinは真核細胞が産生する低分子抗菌ペ
プチドである．脊椎動物ではS－S結合の位置により
α一defensin，β一defensinに分類されているが，ヒト上皮
では主にβ一defensinが発現している．β一defensinは，ア
ミノ酸配列によりhBD－1，　hBD－2に分けられている
が，両者とも皮膚に発現していることが知られてい
る．これらの分子は局所の細菌感染防御に関与してい
ると考えられているが，実際に臨床分離菌に対する抗
菌活性を測定した報告は極めて少ない．そこで今回
我々は，皮膚科領域から分離されることの多いグラム
陽性菌であるS．　aureus，　CNS，　S．　pyogenesに対する
hBD－1，　hBD－2の抗菌活性をcolony　count　assayで測定
し比較検討した．
【対象】東京医大霞ヶ浦病院を受診し細菌培養を施行
した患者より分離されたS．aureus　l2株，　CNS　7株，　S．
pyogenes　3株．
【方法】菌株をそれぞれTrypto－Soya　Brothで振盗培
養し約104CFU／mlの菌液を調製した．合成した
hBD－1，一2を酢酸に溶解させ段階希釈し，菌液と反応さ
せた後Trypto－Soya　agarで混釈した．24時間培養し，
colonyを数えcontrolより1桁菌数が減少した濃度を
LDg。とし抗菌活性の指標とした．
【結果】hBD－1はS．　aureus，　CNSとも抗菌活性が弱
く，S．　pyogenesに対しては明らかな抗菌活性は認めな
かった．hBD－2は大部分の菌株に対して強い抗菌活性
を持っていた．
【考察】hBD－2が局所の細菌感染防御に関与している
可能性が示唆された．
※PA－3．
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　Toxic　shock　syndrome　toxin－1（TSST－1）はグラム陽
性球菌が産生するスーパー抗原である．これはtoxic
shock　syndromeが呈する発熱，発疹，手掌，足底の紅
斑，ショックなどの諸症状の原因物質としてもっとも
重要と考えられている．しかしながらTSST－1の直接
濃度測定は近年可能になったばかりであり，敗血症に
おいてTSST－1が呼吸状態，血行動態，サイトカイン
にどのような影響を及ぼすのかは未だ詳細は解明さ
れていない．本研究ではTSST－1が生体に与える影響
を，ブタを用いた敗血症モデルを作成して検討するこ
とを目的とした．方法：生後3～4ヶ月のブタ（n＝15）
を全身麻酔管理とし，呼吸，循環が安定した時点で
TSST－1を5μg／kgを60分かけて輸液ラインより投
与してグラム陽性球菌の感染を想定したモデルを作
成した．このモデルに対してSwan－Ganzカテーテル
を用いた血行動態の観察，各種サ・イトカイン測定，血
液ガス分析などを投与前，投与終了時，投与終了1時
間後に行った．またスーパー抗原測定キットを用いて
血液中より直接TSST－1の濃度測定を行った．有意差
検定には対応のあるWilcoxonの符合順位検定を用
い，危険率5％で有意差ありとした．結果：TSST－1投
与後，平均血圧は108，103，96と経時的に有意な低下を
示した．また2時間後にはLVSWIは69．3から57．4
へ，PAI－1は23から31へ，　IFNγは24から67へ，血
小板数は38．2から40．1など，測定値の有意な変化を
認めた．
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